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NUBIC知的財産情報の要約をお届けいたします。
尚，NUBICベンチャークラブ特別会員，一般会員にはすでにお知らせしています。

ニガウリ葉部由来配糖体成分を有効成分とする美白剤（メラニン産生抑制剤）表 題

美白剤、化粧品適用製品

シミ、ソバカス、日焼け後の色素沈着などの色素沈着は、皮膚内のメラノサイトの活性化によりメ

ラニン生成が亢進することによって生じる。このようなメラニンの生成を抑制する美白剤としては、

アスコルビン酸やその誘導体、アルブチなどが知られている。しかしながら、従来用いられている

美白剤の効果は十分ではない。本発明の課題は、植物由来の成分から新たな美白成分を探索

し、それを含有する皮膚外用剤を提供することにある。

目 的

ニガウリ葉部から単離した下記の配糖体が強いメラニン生成抑制作用を有し、かつ安全

性が高いことを見出した。(1) Hexa-3-en-1-ol 1-O-β-D-glucopyranoside，(2)Benzyl

alcohol 6-O-β-L-arabinopyranosyl-(1→6)-β-D-glucopyranoside，(3)(6S,9R)-

Roseoside，(4)3-Oxo-α-ionol 9-O-β-D-glucopyranoside，(5)(6ξ)-α-Terpineol 6-

O-α-L-arabinopyranosyl-(1→6)-β-D-glucopyranoside，(6)Sacranoside A，(7)

Myrtenol 10-O-β-D-apiofuranosyl-(1→6)-β-D-glucopyranoside，(8) Myrtenol 10-

O-β-D-glucopyranoside）．
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